

















研究成果の概要： 開発した CpG DNA による非侵襲的アレルギー治療の可能性を検討した。皮膚
アレルギーモデルマウスの耳介皮下に当該 CpG DNA を投与すると、耳介の腫脹が減少した。ヒ
ト口蓋扁桃細胞の試験管内 IgE 産生も、当該 CpG DNA の添加により抑制された。いずれも Th1
サイトカインの産生増強を伴った。一方、当該 CpG DNA による制御性Ｔ細胞の誘導は、マウス
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体成分由来 CpG DNA が末梢血単核球の IgE
産生を抑制することを報告した(Fujieda 
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た(Moseman EA, J Immunol, 2004)。興味
深いことに pDC は、口蓋扁桃や皮膚の組織
にも存在する(Summers KL, Am J Pathol, 
2001) 。そこで我々は、pDC を標的とする
CpG DNA を用いることにより、現在試行さ

























Nat Immunol, 2003）。 
CpG DNA は通常、DNase による分解を抑
えるためチオール化されるが、副作用が問
題となる。そのため我々は、毒性の少ない
CpG DNA と し て 、 非 修 飾 型 の G10 
(GGGGGGGGGGGACGATCGTCGGGGGGGGGG) を 開




い機構で IRF-7 を活性化する (Osawa Y, J 
Immunol, 2006)。そのため、G10 刺激 pDC
では、大量の IFN-αが産生される。IFN-
αは Th1 免疫を誘導するので、G10 は、Ｂ












と同様であるが、活性は G10 の 10 倍以上
強い。G91 をマウス腹腔に投与した場合、
























よびその機構を検討する。   














②  感作成立後、OVA を単独で、または G91
















































































































































#2006 より G10 により強い抑制作用が
認められた。  
 
② G10 の IgE 産生抑制機構 
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